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　DARC（ダルク）とは？
DARCとは、Drug（薬物）のD、Addiction（嗜癖・病的依存）のA、Rehabilitation（回復）のR、Center（施設）のCを組み合わせた造語です。

ダルクリハビリテーションセンターは，覚醒剤、有機溶剤(シンナー等)、精神安定剤，睡眠薬，市販薬（咳止めシロップや鎮痛剤など）、その他の薬物から開放されるための民間の薬物依存症リハビリ施設として，全国各地に存在しており，薬物をやめたい仲間を手助けすることを目的に，「どんな薬物依存者でも必ず回復できる」という希望のメッセージを伝える活動を行っています。
沖縄ダルクでは，薬物に限定せず各種依存症（薬物・アルコール・ギャンブルなど）の方が，同じ悩みを持つ仲間とのフェローシップの中で回復するために，「回復するための場所」「回復するための時間」「回復している仲間のモデル」と身体的・精神的・社会的援助を提供し，依存症から回復したい仲間同士によるグループセラピー（ミーティング）を通して，依存症からの回復を手助けしています。また，将来自立できるように組み立てられたプログラム（ＮＡ：ナルコティクス・アノニマスの提案する12ステップに基づいたプログラム）によって，薬物（またはアルコール、ギャンブルなど）を使わない今までとは違った新しい生き方の方向付けをし，各地の自助グループへつなげていくことに取り組んでいます。
ダルクのスタッフは，全員が薬物依存経験者で，新しい入寮者や通所者は「仲間」です。スタッフもメンバーも同じ仲間（治療共同体：Therapeutic Community）として，一緒に，グループセラピー（ミーティング）や自助グループへの参加，各種レクリエーション活動，ボランティア活動等など，「薬物（またはアルコール，ギャンブルなど）を使わないで今日１日を生きる」ことに取り組んでいます。そして，それを毎日続けることによって，回復・成長し，薬物（またはアルコール，ギャンブルなど）を使わないクリーンな生き方を実践しているのです。
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～　依存症からの回復に，是非，あなたの力を　～

沖縄ダルクは民間施設のため，公的資金の援助は一切なく、入寮者の入寮費やご支援頂いている皆様のご献金及びご献品，賛助会費等で施設運営を賄っております。沖縄ダルクの活動を理解していただき，温かいご支援と御協力を賜りますよう心からお願い申し上げます。　
　

　　　　　　　　　　銀行をご利用の場合：沖縄銀行　大謝名（オオジャナ）支店　普通口座1629596　沖縄ダルク　森　廣樹
　　　　郵便局をご利用の場合：郵便振替口座　02050-5-24328 　沖縄ダルク・リハビリテーションセンター
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　プログラムの内容は？

沖縄ダルクでは，依存者が「自分は社会の有用な一員である」と実感し、健康的な新しい生き方ができるように、様々なプログラムを提供しています。

①グループミーティング（ダルクミーティング／自助グループへの参加）
　ミーティングは、基本的に“言いっぱなし”の“聴きっぱなし”のスタイルで行い、非難や批判をされることなく、お互いの経験を分かち合います。また、その場で話されたことは、他の場所で話題にすることはお互いにせず、個人の秘密は守られます。そのため，このミーティングでは，幼い子ども時代から現在まで，様々な経験が語られます。

新しい価値観を育み，人生に向かい合うためには，今までの生き方を見直していくことも大切なことであるため，その語りの中では，依存症に関することや現在のことだけでなく，誰にも言えなかった体験についても語られることがあります。中には，ＤＶや虐待のある家庭で育ったことや，家族との葛藤，様々な被害経験などについて話す人もいます。これは，現在の依存症の問題や経験を理由付け，「仕方ない」と慰めたり，開き直るためにあるのではなく，ゼロから生き直し，新しい価値観を育むために行われるものです。グループミーティングを通して，仲間と分かち合い，互いに学び合うことで、新しい生き方が方向付けられていきます。同時に、感情に振り回されるのではなく，自分の感情を使いこなす能力も自然と身に付いていきます。
グループミーティングは，１日３回（午前と午後のダルクミーティングと夜間の自助グループ：ＮＡ），毎日行います。そのうち，週に３回は，ＮＡが提案する12ステップのスタディーミーティングとして，ステップミーティングを行い，週１回は，ダルクを利用する上での日常的な様々な問題をスタッフと含めたメンバー全員で話し合うハウスミーティングを行っています。また，夏場は，週２回，ビーチプログラムを実施しています。
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②エイサープログラム
沖縄ダルクでは，沖縄の伝統芸能であるエイサー（沖縄ダルク祭り太鼓）を週２回，プログラムとして取り入れています。
それにより，地域の人々との交流の場も増え、今では年間数十回の出演依頼がくるようになっています。依存者は自己評価が低い人が多いため、人前で拍手をもらうことが本人の自信回復につながっています。
③スポーツプログラム
　
沖縄ダルクでは、身体を使ってのリハビリテーションの一環として、週２回、スポーツプログラムを取り入れています。
仲間と楽しみながら身体を動かしたり、協力してプレーすることで、みんなで支え合って回復に向かって一緒に歩いていけるようになります。何よりも、身体が健康になり、生き生きしていきます。
④その他のプログラム
　月に１度のレクリエーション活動を通して，仲間との分かち合いの場を広げています。
また、セミナーなどにも随時参加しており、沖縄県更生保護会ＤＶ加害者更生相談室が主催するＤＶ防止について考える講座にも毎月参加しています。この講座では、会場設営や駐車場係などのボランティア活動も同時に行い、運営をサポートしています。

この他にも、地域におけるボランテイア活動を行うことによって、地域や各機関との連携をはかり、地域内の人々との交流を深めています。外に出て、多くの人と関わることで、社会との接点が持てるようになるだけでなく、地域社会の依存者への理解も深まり、依存者が「自分も社会にとって有用な一員である」ことを確認することができています。
⑤個別相談

　プログラム中で起きてくる様々な悩みや問題に対応するため，個別相談も随時実施しています。また、ダルクプログラムを修了したメンバーや退寮したメンバーの相談にも応じ，社会の中での孤立化を防ぐなど，アフターサポートも行っています。

＜沖縄ダルクの１週間の基本プログラム＞

[image: image6.emf]time 月 火 水 木 金 土 日

9:30～9:40

10:00～11:00

ハウス

ミーティング

13:30～15:00

エイサー

練習

ステップ

ミーティング

スポーツ

プログラム

スポーツ

プログラム

16:45～16:55

17:00

宜野湾市保健

相談センター

北谷町保健

相談センター

那覇市総合

福祉センター

オールソウルズ

教会

那覇市

北保健センター

那覇市NPO

支援センター

宜野湾市保健

相談センター

那覇市

中央保健所

北谷町保健

相談センター

那覇市役所

別館２階

真和志支所

２階

毎月第2日曜

ＮＡメッセージ

糸満清明病院

各ハウス

清掃

19:00～20:30

自由行動

（セルフケア）

デイケア清掃

デイケア終了

ＮＡミーティング

デイケア清掃

ダルクミーティング ダルクミーティング

ステップミーティング


※日曜は、基本的にプログラムは休みですが、イベントがある場合は全員で参加しています。
＜沖縄ダルクのプログラム実施場所＞
	デイケアセンター
	デイケアセンターは、依存を止めて回復したい人なら誰でも利用することができます。通常月～土の9:30～17:00開所（日曜は休日。但し祝日は開所）。毎日10:00と13:30のダルクミーティングと、夜のＮＡ（自助グループ）への参加が基本的なプログラム

	ナイトケアセンターⅠ

ナイトケアセンターⅡ
	ナイトケアセンター（ホーム）は、薬物依存からの回復を手助けするために設けられた中間施設（ハーフウェイハウス）で、家族的雰囲気の中で、同じ仲間とともに生活をする場です。ダルクの回復のプログラムを、より徹底的にみにつけることを目的としています。

	スリークォーターハウス
	スリークォーターハウスは、回復しつつある依存者が、社会参加を始める手助けをするために設けられた施設です。ここでは、仕事をしながら夜のＮＡ（自助グループ）ミーティングに通う習慣をつけて自立を目指します。その人の仕事によって、各個人に合わせたプログラムを組みます。
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　他にはどんなことをしているの？
　　
①電話相談

　依存症者本人，家族，関係者（医療，福祉，教育，司法等）からの相談や問い合わせに応じています。また，必要に応じて，他機関を紹介したり，個別相談（来所相談）なども行っています。

　依存症者本人を対象とした個別相談では，本人のニーズに応じて，全国のダルクへの紹介や自助グループの案内等を行っています。依存症者の家族（親，兄弟姉妹，配偶者，その他親密な関係にある人）を対象とした個別相談では，依存症に関する説明や情報提供等を行っています。また，必要に応じて，継続して相談を受けられる適切な相談機関を紹介したり，家族の自助グループへの参加を促したりしています。

②関係機関とのネットワーク作り

ダルクでは，医療機関や関係機関との連携も，欠かせないプログラムです。

ダルク利用にあたって解毒入院が必要な場合は入院先の手配とそのサポート等を行っています。病院、福祉事務所と連絡を取り合い、治療方針を検討したり、保健所、精神保健センター、保護観察所、保護司等との連携を強化し、依存症治療のネットワークを作ることで、各々の治療の流れを把握しています。治療に一貫性を持たせることにより、適切なサポート体制を作ったり、必要に応じて専門家を交えたプログラムを組んでいます。

③依存症の教育・啓発
　学校や保健所、福祉事務所などの関係機関及び地域団体等の要請に応じて、教育研修や症例検討会へ参加しています。また，スタッフ（場合によってはプログラム中のメンバーを含む）が自らの体験を話し、同時にダルクの活動や自助グループの説明等を行うなど，講演活動や各種イベント活動への参加，病院へのメッセージ（未だ苦しんでいる仲間との分かち合い）にも力を入れています。講演活動の際には，皆の体験を基に作成した寸劇を演じたり，エイサー演舞も一緒に行うことがあります。
依存者の生の声を届けることで，依存者への理解を深めてもらっているところですが，メッセージを届けることは，本人の回復や再発防止にもつながっています。

⑥依存症に関わる広報活動

月に１度，ニュースレターを発行し，沖縄ダルクの活動内容やメンバーによる体験談などを伝えています。また，各種パンフレット・書籍等の作成や販売等も行っています。特に，メンバーの体験を基にした寸劇脚本作りやエイサー演舞を通してのボランティア活動等には力を注いでいます。
パブリックインフォメーションとして，ダルク主催によるフォーラムを開催し，依存症の問題に関心のある多くの人たち（入寮者・通所者・家族・各関係機関など）と分かち合い，回復のメッセージを伝えることなども行っています。今年の10月3日（土）には，てんぶす那覇にて，沖縄ダルク設立15周年を記念したダルクフォーラムを開催します。その他，ダルクチャリティーコンサートや，各種セミナーの開催，各種ボランティア活動等も行っています。
⑦研修

　スタッフの国内外施設研修を行っています。また、依存症者へのカウンセリング養成講座に参加したり、各ダルクへのスタッフの派遣等を行うこともあります。
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　沖縄ダルクを利用するには？
１日２回（午前と午後）のダルクミーティングと定期的に行われている自助グループ（ＮＡ）のミーティングに参加すること，沖縄ダルクプログラムとして行っているエイサー（沖縄ダルク祭り太鼓）に参加をすることを条件に，スタッフと面接の上，入寮日を決めます。入寮期間中は，金銭及び医師から処方してもらっている薬（それ以外の薬が原則として一切認めません）の管理などはスタッフが行います。

入寮期間中に，ミーティング中心の基本プログラム期間を経て，就労プログラム，自立プログラムと進み，退寮となります。プログラムは原則として13ヶ月間ですが，本人とスタッフの話し合いにより，社会生活ができると判断された時に退寮となります。退寮後は，アフターケアプログラムとして，施設に定期的に通うことを勧めています。

なお，ダルクは民間の施設のため，その財源は公的援助が全くなく，企業や個人の援助により運営されています。そのため，施設の利用には，費用がかかります（詳細は、ダルクへお尋ね下さい。生活保護受給者の方は受給額でお受けしています）。[image: image9.png]












































































































































































































































































































指導や忠告をするのではなく、お互いが自分のために高めあうのがダルクの方法。　


回復し生き生きしている少し前をいく人の姿は励みになる。また、自分の少し後をいく人の手助けをすることが、クリーンな生活を続ける力となる。








寄付の方法





Fellowship








沖縄ダルク


住所：沖縄県宜野湾市伊佐1-7-19


TEL＆FAX：098-893-8406


e-mail：darc-7th@nirai.ne.jp


定員：デイケア30名／ナイトケア30名
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		time		月 ゲツ		火 ヒ		水		木		金		土		日

		9:30～9:40		デイケア清掃 セイソウ												自由行動　　（セルフケア） ジユウコウドウ

		10:00～11:00		ダルクミーティング						ハウス  　　ミーティング		ダルクミーティング

		13:30～15:00		エイサー　　練習 レンシュウ		ステップ　　ミーティング		スポーツ　　　プログラム		ステップミーティング				スポーツ　　　プログラム

		16:45～16:55		デイケア清掃 セイソウ												各ハウス　　　清掃 カクセイソウ

		17:00		デイケア終了 シュウリョウ

		19:00～20:30		ＮＡミーティング

				宜野湾市保健
相談センター ギノワンシホケンソウダン		北谷町保健　　　　相談センター チャタンマチホケンソウダン		那覇市総合
福祉センター ナハシソウゴウフクシ		オールソウルズ教会 キョウカイ		那覇市
北保健センター ナハシキタホケン		那覇市NPO
支援センター ナハシシエン		宜野湾市保健
相談センター ギノワンシホケンソウダン

						那覇市
中央保健所 ナハシチュウオウホケンジョ						北谷町保健
相談センター チャタンチョウホケンソウダン		那覇市役所
別館２階 ナハシヤクショベッカンカイ

												真和志支所
２階 マワシシショカイ				毎月第2日曜　　　　　　　　　ＮＡメッセージ　　糸満清明病院 マイツキダイニチヨウイトマンキヨシアカビョウイン






